
Ｂ 

南
越
前
町
内
断
層
群
の
分
布

１ 

甲
楽
城
断
層
・
山
中
断
層
㉔
㉕

　

越
前
町
米
ノ
浦
の
干
飯
崎
か
ら

本
町
の
糠
・
甲
楽
城
・
今
泉
・
河

野
ま
で
は
各
海
岸
線
を
、
河
野
海

岸
有
料
道
路
付
近
か
ら
や
や
内
陸

部
に
入
っ
て
大
良
西
・
大
谷
東
・

山
中
峠
・
板
取
ま
で
の
ほ
ぼ
直
線

状
に
延
び
る
活
断
層
で
あ
る
。
米

ノ
浦
以
北
に
つ
い
て
は
、
直
線
状

に
北
東
の
海
中
に
続
く
と
い
う
説

が
多
い
が
、
筆
者
の
目
に
は
東
に

折
れ
て
越
前
岬
ま
で
続
く
と
見
る
。

こ
の
断
層
に
よ
り
河
野
海
岸
で
は
、

日
本
列
島
に
お
け
る
モ
デ
ル
的
な

断
層
海
岸
を
つ
く
っ
て
国
定
公
園

と
し
て
の
雄
大
な
断
層
崖
を
形
成

し
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
断
層
地
形

が
ど
う
し
て
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、こ
の
断
層
線
の
東
側
（
武

生
方
面
）
か
ら
の
大
地
が
大
き
な

力
で
圧
縮
さ
れ
て
西
側
（
敦
賀
湾
・

若
狭
湾
方
面
）
に
乗
り
上
げ
た
（
逆

断
層
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
西

部
大
地
を
押
し
下
げ
て
敦
賀
湾
な

ど
を
深
く
す
る
運
動
と
も
な
っ
て

い
る
。
こ
の
断
層
線
が
内
陸
部
と

な
る
大
良
区
西
側
以
南
で
は
、
東

側
か
ら
押
さ
れ
た
圧
縮
力
に
よ
っ

て
で
き
た
断
層
崖
の
上
部
・
中
部

が
押
し
出
さ
れ
て
滑
り
落
ち
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
断
層
線
が
海
岸

か
ら
離
れ
て
い
る
元
比
田
・
杉
津

で
は
海
岸
扇
状
地
を
つ
く
り
、
断

層
線
が
海
岸
に
近
い
大
谷
区
付
近

で
は
滑
落
地
塊
が
敦
賀
湾
に
落
ち

込
ん
で
い
る
。（
詳
細
は
次
号
で
）

２ 

柳
ケ
瀬
断
層
㉖

　

今
庄
地
区
の
上
新
道
を
起
点
と

し
、
二
ツ
屋
を
通
り
板
取
か
ら
孫

谷
川
や
国
道
三
六
五
号
に
沿
う
よ

う
に
南
下
し
て
栃
ノ
木
峠
を
越
え
、

余
呉
断
層
・
養
老
断
層
へ
と
続
く
。

栃
ノ
木
峠
に
立
っ
て
今
庄
方
面
を

見
る
と
、
こ
の
柳
ヶ
瀬
断
層
谷
が

一
望
で
き
る
が
、
谷
の
東
西
の
山

の
高
さ
を
比
べ
る
と
東
側
の
山
の

方
が
西
側
よ
り
、
百
〜
二
百
ｍ
ほ

ど
高
い
。峠
か
ら
南
方（
滋
賀
県
側
）

も
東
高
西
低
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
栃
ノ
木
断
層
も
甲
楽
城
断

層
と
同
じ
よ
う
に
東
か
ら
押
さ
れ

た
大
地
が
西
側
に
押
し
上
が
る
逆

断
層
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ら
の
断
層
は
、
西
側
大
地
を
押

し
沈
め
る
こ
と
で
、
敦
賀
湾
や
琵

琶
湖
を
形
成
す
る
原
動
力
に
な
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

３ 

孫
谷
断
層
㉓

　

二
ツ
屋
を
起
点
と
し
孫
谷
を

通
っ
て
日
野
川
最
上
流
を
東
に
進

南
越
前
町
の
活
断
層 

（二）

増
澤 

善
和

み
、
荒
井
・
八
飯
・
宇
津
尾
・
橋
立
・

広
野
ダ
ム
東
端
で
九
十
度
南
に
折

れ
て
夜
叉
ヶ
池
登
山
口
方
面
に
延

び
る
断
層
で
あ
る
。

４ 

木
ノ
芽
断
層

　

二
ツ
屋
と
二
ツ
屋
谷
川
（
木
ノ

芽
川
と
も
）
に
沿
っ
て
南
下
し
、

木
ノ
芽
峠
か
ら
木
ノ
芽
川
に
沿
っ

て
敦
賀
市
に
入
り
、
新
保
・
葉
原

を
過
ぎ
た
所
で
、
敦
賀
断
層
㉙
と

浦
底
断
層
㉘
に
分
岐
す
る
。

５ 

笹
ヶ
峰
断
層
㉑

　

岐
阜
県
境
笹
ヶ
峰
北
部
か
ら
南

西
部
へ
東
大
河
内
川
に
沿
う
断
層
。

６ 

金
草
岳
断
層
㉒

　

池
田
町
割
谷
川
・
藤
倉
川
・
東

高
倉
谷
川
上
流
部
・
天
草
山
北
部

に
か
け
て
の
断
層
。
特
に
藤
倉
川

断
層
谷
は
、
断
層
崖
か
ら
崩
れ
落

ち
た
土
砂
石
で
歩
く
こ
と
も
で
き

な
い
、
当
町
最
悪
の
谷
底
と
な
る
。

７ 

桝
谷
断
層

　

瀬
戸
か
ら
西
高
倉
谷
川
に
沿
っ

て
南
下
し
、
南
桝
谷
川
筋
に
桝
谷
湖

西
端
で
直
角
に
北
西
進
し
、
南
大
鶴

芽
谷
川
・
社
谷
・
杣
山
西
部
・
阿
久

和
・
上
野
方
面
に
延
び
る
断
層

８ 

大
河
内
・
二
ツ
屋
断
層

　

金
草
岳
断
層
南
端
か
ら
西
河
内

川
に
沿
っ
て
南
下
し
、
旧
大
河
内
・

旧
二
ツ
屋
（
広
野
ダ
ム
東
端
）
に

か
け
て
の
断
層
で
あ
る
。

９
田
倉
川
断
層
（
仮
称
）

　

大
坂
（
宅
良
峠
と
も
）
か
ら
杣

木
俣
・
瀬
戸
・
田
倉
川
に
沿
う
断
層
。

　

こ
の
田
倉
川
に
注
ぐ
支
流
に
は
、

瀬
戸
に
注
ぐ
桝
谷
断
層
谷
の
高
倉

谷
川
、
古
木
周
辺
に
流
れ
出
る
赤

谷
川
、
久
喜
に
注
ぐ
大
谷
川
上
流

で
は
、
地
割
れ
が
沢
山
見
ら
れ
、

山
地
崩
壊
に
よ
る
土
砂
災
害
が
多

い
。（
ア
カ
タ
ン
堰
堤
な
ど
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
連
続
堤
の
効
果
で

最
近
は
大
災
害
は
な
い
）
こ
れ
ら

の
谷
川
は
田
倉
川
断
層
を
主
断
層

と
す
る
副
断
層
谷
と
推
測
す
る
。

10 

日
野
川
断
層
（
仮
称
）

　

新
道
か
ら
鹿
蒜
川
に
沿
っ
て
東

進
し
、
日
野
川
の
今
庄
・
湯
尾
峠
・

湯
尾
・
鯖
波
・
大
道
か
ら
武
生
近

く
ま
で
北
上
す
る
柳
ヶ
瀬
断
層
系

の
断
層
と
考
え
る
専
門
家
が
多
い
。

し
か
し
、
日
野
川
断
層
に
は
断
層

面
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
式

な
断
層
名
も
な
い
の
で
、
筆
者
が

名
付
け
た
仮
称
で
あ
る
。（
田
倉
川

断
層
も
同
じ
）

　

さ
て
、
明
治
三
十
五
年
三
月
二 

十
二
日
、
湯
尾
地
区
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
・
八
の
地

震
が
あ
っ
た
。
地
震
の
専
門
書
に

は
、
福
井
地
震
と
湯
尾
地
震
（
仮

称
）
の
二
つ
が
必
ず
記
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
南
条
郡
誌
・
湯
尾
村

誌
・
今
庄
町
誌
の
何
れ
も
こ
の
地

震
に
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
被
害

は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
し
か

し
、
湯
尾
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
な
の
で
、
日
野
川
断
層
の
実

在
す
る
証
明
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
大
き
な
目
で
見
れ
ば
日
野

川
断
層
、
栃
ノ
木
断
層
な
ど
は
敦
賀

湾
陥
落
に
お
け
る
傾
動
山
塊
と
な
る

当
町
西
側
陸
地
の
境
界
線
と
も
考
え

ら
れ
る
。 

（
以
下
次
号
へ
）

南越前町内の断層群分布図 ×…確認された断層面
△…断層崖等の滑落地

文
中
や
地
図
の
㉑
か
ら

㉘
は
、
先
月
号
で
掲
載

し
た
福
井
県
活
断
層
図

の
断
層
番
号


